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年
の
初

め
の
「
元

日
」。
一
年

の
出
発
と

し
て
、数
々

の
習
慣
が

伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

初
詣
、
門
松
、
鏡
餅
、
若

水
、
お
せ
ち
料
理
等
な
ど
、

地
方
や
家
庭
に
よ
っ
て
多

少
の
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
方
が
祝
い
ま
す
。

　

２
月
初
頭
に
は
「
立
春
」

と
い
う
春
め
い
た
節
日
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
節
分
」

は
本
来
、
四
季
の
移
り
変

わ
る
と
き
の
こ
と
を
言
い
ま

す
が
、
暦
上
の
一
年
の
最
初

の
日
の
立
春
の
前
日
で
、
地

方
に
よ
っ
て
は
旧
暦
の
大
晦

日
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
統

あ
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

柊
の
枝
に
イ
ワ
シ
の
頭
を

さ
し
た
り
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

の
強
い
臭
気
の
あ
る
も
の

を
添
え
て
「
邪
気
」
避
け

を
行
う
習
慣
も
あ
り
ま
す
。

福
豆
を
ま
き
、
悪
鬼
を
払

う
の
で
、追
儺
と
も
言
わ
れ
、

古
く
か
ら
神
社
仏
閣
で
は
、

年
男
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
り

も
し
ま
す
。

　

い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
ま
せ

ん
。
積
極
的
に
感
染
予
防

を
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
初
期
の
症
状
が
似
て

い
る
の
で
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
の
び
ゆ
く
仲
間
の

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

教
宣
部
長
・
加
藤
記

新
愛
称
は
『
建
設
栃
木
』

　

昨
年
、
栃
木
建
労
が
節

目
の
50
周
年
を
迎
え
、
内

外
に
向
け
て
も
っ
と
、「
建

設
の
仕
事
に
携
わ
る
組
合
」

で
あ
る
こ
と
、「
特
定
の
政

党
の
み
を
支
援
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
」
等
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
呼
び
名
が
な

い
か
、
中
央
執
行
委
員
会

等
で
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

『けんトチくん』
作者のコメント

　栃木県の県木トチノキの実がモ
チーフ。ちょうど割れた果皮と実が
ヘルメットを被っている顔のように
見えたので、栃木建労のキャラク
ターのイメージにピッタリと思いデ
ザインしました。
　小さいけれど一生懸命で力持ち。
花言葉どおり健康・博愛。人懐っこ
い性格です。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
令
和
と
い
う
新

た
な
時
代
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方

も
お
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
い
、
瞬
く
間

に
世
界
各
国
そ
し
て
日
本

国
内
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る

人
と
人
と
が
集
い
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
方
法
で
運
動
や

交
流
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
は
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

栃
木
に
お
い
て
も
緊
急
事
態

宣
言
下
に
お
け
る
組
合
事

務
所
の
開
設
時
間
の
短
縮

等
の
実
施
、
栃
木
建
労
定

期
大
会
を
書
面
形
式
で
開

催
、
50
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
一
年
延
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
困
難
な
状
況
下
に

お
い
て
も
、「
組
合
で
は
何

が
出
来
る
か
。」
を
考
え
て

運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
全
体
会
議
等
の
直
接

的
な
集
ま
り
は
な
か
な
か
持

て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
組
合

員
に
様
々
な
情
報
を
提
供

し
、
そ
の
共
有
化
や
運
動

に
対
す
る
意
思
統
一
を
図
る

こ
と
で
、
改
め
て
組
合
が
果

た
す
役
割
を
再
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

り
仕
事
や
暮
ら
し
に
深
刻

な
影
響
を
受
け
た
仲
間
に

対
し
て
は
、
持
続
化
給
付

金
の
申
請
や
中
建
国
保
の

保
険
料
減
免
申
請
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

秋
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や

賃
金
実
態
調
査
等
の
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
願
い
や
思
い
を
実

現
出
来
る
よ
う
に
運
動
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
諸
要

求
実
現
の
た
め
に
は
、「
数

は
力
」
と
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
組
織
拡
大
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
定
期
大
会
（
書

面
会
議
）
で
、
組
合
の
新

し
い
愛
称
は
『
建
設
栃
木
』

と
な
り
ま
し
た
。
組
合
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
『
け
ん
ト
チ
く

ん
』
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
新
し
い
愛
称
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
末
永
く
ご
支
持
い
た

だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
組
合
法
人
化
に

む
け
た
準
備
、
中
央
執
行

委
員
体
制
の
強
化
、
書
記

局
機
能
の
強
化
等
を
図
り
、

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

様
々
な
困
難
を
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
る
た

め
に
組
合
は
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う

に
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
中
央
執
行
委
員
長

江
連
　
俊
之

そ
の
結
果
、
第
50
期
以
降

は
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

『
栃
木
建
労
』
か
ら
『
建

設
栃
木
』
と
い
う
新
愛
称

を
使
用
し
て
い
く
こ
と
を
第

50
回
定
期
大
会
（
書
面
会

議
）
で
提
案
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
組
合

の
規
約
上
の
正
式
な
名
称
は

「
全
建
総
連
栃
木
県
建
設

労
働
組
合
」
の
ま
ま
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
発
行
さ
れ
る
組
合

か
ら
の
ご
案
内
や
配
布
物
、

各
組
合
事
務
所
で
の
書
記

局
の
電
話
の
受
け
口
等
を
順

次
、『
建
設
栃
木
』
で
統
一

し
て
い
き
ま
す
。

　
組
合
員・家
族
の
皆
様
も
、

『
建
設
栃
木
』
と
い
う
新
し

い
愛
称
に
慣
れ
親
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

組
合
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
け
ん
ト
チ
く
ん
』
誕
生

　

組
合
結
成
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
組
合
員

を
含
め
広
く
一
般
の
方
々
に

も
呼
び
掛
け
、
組
合
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
公
募
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
組
合
結

成
50
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
の
発
表
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。（
新
型
コ
ロ
ナ
の

品
を
公
募
委
託
会
社
で
審

査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
上
位

33
作
品
を
選
考
委
員
会
に

て
慎
重
に
審
議
・
検
討
し

た
結
果
、『
け
ん
ト
チ
く
ん
』

を
優
秀
賞
と
し
、
今
後
組

合
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
第
50

回
定
期
大
会
（
書
面
会
議
）

で
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ど
う
か
『
け
ん
ト
チ
く

ん
』
を
末
永
く
愛
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

影
響
に
よ
り
延

期
。）

　

公
募
期
間

が
１
ヶ
月
余
と

い
う
短
期
間
に

も
関
わ
ら
ず
、

１
２
４
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

第
１
次
検
査

は
、
全
応
募
作

— 中建国保加入組合員のみなさまへ —

「令和3年度　保険証交換会」中止のお知らせ
　中建国保栃木県支部では、新型コロナウィルス
感染拡大に伴い、令和3年度保険証交換会を中止
します。
　令和３年度の保険証は『令和３年３月５日（金）
に口座引落しがされた方へ、保険証の住所に３月
末頃、レターパックライト（青）で発送』予定です。
【お願い】
※滞納がある方や提出書類（組合以外で労災保険特別加入
をかけている方の「労災関係証明書」、適用除外事業所の
「標準報酬決定通知書の写し」等）が提出されていない場
合は、保険証の交付を交付を保留いたします。
※滞納のある方は、令和３年４月分までを３月１９日（金）
までに、各組合事務所窓口でご入金願います。なお、４
月８日（木）以降は令和３年５月分までご入金願います。

江連中央執行委員長

謹賀新年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
愛
称
は
「
建
設
栃
木
」

マ
ス
コ
ッ
ト
は
「
け
ん
ト
チ
く
ん
」

新
愛
称
は
「
建
設
栃
木
」

マ
ス
コ
ッ
ト
は
「
け
ん
ト
チ
く
ん
」
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11
月
20
日
（
金
）、
中
建

国
保
の
ア
ス
ベ
ス
ト
二
次

健
診
に
組
合
員
34
名
、
家

族
12
名
、
書
記
局
４
名
、

ひ
ま
わ
り
診
療
所
等
３
名
、

計
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　

ア
ス
ベ
ス
ト
専
門
医
で

あ
る
ひ
ら
の
亀
戸
ひ
ま
わ

り
診
療
所
・
名
取
雄
司
医

師
（
中
建
国
保
顧
問
医
）

や
東
京
労
働
安
全
衛
生
セ

ン
タ
ー
等
の
協
力
の
も
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
延
期
と
な
っ
た
４
月
受

診
予
定
希
望
者
も
加
わ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
ス

ラ
イ
ド
上
映
の
後
、
面
接

指
導
が
行
わ
れ
、
名
取
医

師
よ
り
参
加
組
合
員
や
同

伴
し
た
家
族
に
対
し
て
、

　
11
月
６
日（
金
）
～
20
日

（
金
）
に
か
け
て
、
栃
木
県

縦
断
組
織
拡
大
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
織
拡
大
推
進
委
員
を

中
心
に
、
計
28
名
が
参
加

し
、
栃
木
県
内
１
３
１
４

キ
ロ
走
行
し
、
１
０
４
件

の
現
場
訪
問
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

10
月
に
引
き
続
き
実
施

さ
れ
た
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
。

各
日
と
も
、
３
密
対
策
を

講
じ
て
、
参
加
者
が
事
前

に
調
べ
た
現
場
情
報
等
を
も

と
に
協
力
を
し
合
い
な
が
ら

行
動
を
し
ま
し
た
。

　

行
動
の
総
括
と
し
て
、

「
概
ね
好
意
的
で
反
応
は
良

か
っ
た
。」「
街
宣
車
も
乗

り
や
す
く
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

内
容
も
良
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。」「
現
場
は
忙
し
く

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
仲

間
は
い
な
か
っ
た
。」「
既

存
の
小
型
看
板
の
交
換
を

行
っ
た
。」
な
ど
の
意
見
・

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
少
し
で
も

組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。」
と
い
う
思
い
を
共

有
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し

た
。

　

組
合
で
は
、『
３
年
後
に

３
，
５
０
０
名
の
組
織
を

超
え
る
』
と
い
う
拡
大
目

標
を
立
て
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
大
変

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
引

き
続
き
、
皆
さ
ん
の
現
場

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
未

加
入
の
仲
間
に
対
す
る
声

掛
け
の
継
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
県
本
部
に
て

働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
黒
川
あ

ゆ
み
と
申
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
事
ば
か
り
で
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

や
る
気
と
体
力
に
は
自
信

が
あ
り
ま
す
。
一
刻
も
早

く
仕
事
を
覚
え
、
即
戦
力

に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。書

記
　
黒
川
　
あ
ゆ
み

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や

Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
ア
ス
ベ
ス

ト
に
よ
る
所
見
を
伝
え
、

経
過
観
察
や
健
康
管
理
手

帳
申
請
準
備
等
、
今
後
の

治
療
方
針
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
と
し
て
、

「
初
め
て
参
加
し
た
が
、
面

接
指
導
で
は
名
取
医
師
よ

り
、
分
か
り
や
す
く
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て

良
か
っ
た
。
何
か
体
調
等

に
変
化
が
あ
れ
ば
、
組
合

に
相
談
し
て
欲
し
い
と
言

わ
れ
た
の
が
、
心
強
か
っ

た
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
次
健
診
等
を
通
し
て

ア
ス
ベ
ス
ト
で
労
災
認
定

を
受
け
た
仲
間
も
お
り
ま

す
。
組
合
で
は
今
後
も
職

業
病
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

年
に
１
度
の
集
団
健
診
の

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　　付 主な巡行地域 参加人数 走行距離 訪問現場数等 声掛け人数 総括～感想・反省点など～

11月 6日（金）

栃木市（藤岡）
小山市

2 名 95 Ｋｍ 8 件 25 人
雨が降りそうな天気であったが、現場は動いていた。声掛けに対応してくれる方も良い印象であった。
全建総連を知っている未加入者もいて、改めて組織拡大キャラバンの意義を感じた。現場はハウスメーカーが多く、
一般の現場は少ないイメージであった。

栃木市（岩舟）
足利市

2 名 107 Ｋｍ 3 件 15 人
あいにくの空模様で作業をしている現場が少なく、閉所している現場も多かった。声掛けに対しても反応はうすかった。
組合の小型看板はあまり見かけず、見かけても交換を必要としない状態であった。

11月 9日（月）
栃木市
野木町
佐野市

3 名 100 Ｋｍ 1 件 2 人
晴天に恵まれ臨んだ。時期的な問題もあるかもしれないが、予想以上に現場が動いておらず、訪問出来た現場は少な
かった。しかし、組合員より、「当日に行動をしていることを見かけたよ。」という報告もあり、宣伝活動は出来たと
思われる。

11月 11 日（水）
鹿沼市
壬生町

2 名 119 Ｋｍ 15 件 30 人
ハウスメーカーや個人宅などの新築・リフォーム現場訪問を行った。休憩時間を中心にパンフ等を渡し、全体的に反
応は良かった。組合を知っている仲間が多かった。各現場は忙しく、詳細な説明を求める仲間はいなかった。壬生町
内で組合員所有の置場の既存看板を交換した。

11月 12 日（木）
宇都宮市
上三川町

3 名 210 Ｋｍ 19 件 23 人
一人で従事している現場が多く、休憩もとらずに仕事をしている現場が多かった。全体的に反応がよく、労災保険を
アピール出来た。組合員が従事している現場も４件ほどあった。街宣テープのアナウンス内容は良いと思う。アナウ
ンスのテープを流す・消すのタイミングが難しく、何かマニュアル的なものがあれば良いのではないだろうか。

11月 13 日（金）
下野市
真岡市
芳賀町

3 名 130 Ｋｍ 17 件 25 人

目立った分譲地や新築現場が少なく、足場が架かっている現場を探して訪問した。それなりに反応していただけたが、
興味を持っている人が少なかった様に感じた。書記局にも同行して欲しかった。加入促進チラシがシンプルな記載で
良い。チラシのＱＲコードから組合のホームページを見てくれることを期待する。街宣車は大きさも丁度よく、乗り
やすかった。

11月 17 日（火）

さくら市
那須烏山市
高根沢町
那珂川町

4 名 170 Ｋｍ 14 件 30 人

全体的に街中は現場は少なかったが、旧氏家町は現場が多かった。茨城県や足利市から職人が来ていた現場もあった
が、すでに組合に加入しているとのことだった。元組合員の現場もあったが、組合の役員をやりたくないとの理由で、
脱退していた。全体的に訪問時にトラブルはなく、１０月に続き頻繁に訪問していることで、「この前も来たよ。」と
声を掛けられるなど好評であった。

11月 18 日（水）
大田原市
那須町
那須塩原市

2 名 121 Ｋｍ 10 件 15 人
現場が少なくなった印象。当日１名欠員があったが、割り当て地域はくまなく回れた。事前に支部長より、「前回訪
問した場所を再度訪問して欲しい。」と依頼があり実施した。何度も訪問することによる宣伝効果と相手が興味があ
ることを感じた。

11月 19 日（木） 那須塩原市 3 名 151 Ｋｍ 13 件 30 人
各方面の現場は少なめの感じであったが、地道な訪問を行うことで全体の関心が高まると思う。現場での対応も良く、
数回訪問があっても良かった。組合員の方が多くいたが、今後も同じ活動を行うことで、拡大につながると思う。組
合員が増える事を期待している。

11月 20 日（金）
日光市
矢板市
塩谷町

4 名 111 Ｋｍ 4 件（未集計）
個人物件がなく、ハウスメーカーばかりだった。ほとんどの現場が組合員のようだった。組織拡大ということで、こ
れからも新しい現場での声掛け運動、パンフレットの説明等を行うことが重要ではないだろうか。これからも若い組
合員が増える事を願うばかりである。

トータル 28 名 1,314 Ｋｍ 104 件 195 人

第 50 期　栃木県縦断組織拡大キャラバン　運行日誌　11 月

新
職
員
紹
介

黒川あゆみ書記

組織拡大につなげるために
11 月も Go To キャラバン

ア
ス
ベ
ス
ト

二
次
健
診
を
実
施

一
人
一
人
に
適
切
な
ア
ド
バ
ス

スライド上映で学習する

キャラバン出発

キャラバンの総括を行う
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　働き方改革の一環で「同一労働・同一賃金」という言葉
を耳にされたこともあると思われます。これは 2020 年４
月に施行された「パートタイム・有期雇用労働者法」によ
るもので、中小企業では 2021 年４月１日より適用になり
ます。
　同一労働同一賃金とは、同じ職場で同じ仕事をする正規
労働者（無期雇用フルタイム労働者）と、非正規労働者（パー
トタイム労働者・有期雇用労働者等）との間の不合理な待
遇差を無くし、どのような働き方を選んでも、待遇に納得
して働き続けることが出来るよう、法や施行規則、ガイド
ライン等が整備されました。

改正のポイント
非正規雇用労働者（パートタイム労働者・有期雇用労働者等）に
ついて、以下の１〜３を統一的に整備します。

１．不合理な待遇差の禁止

均等待遇規定（差別的取扱いの
禁止）

均衡待遇規定（「不合理」な待
遇差の禁止）

①職務内容（業務内容、責任の
程度）
②職務内容・配置の変更の範囲
（人事異動、配置転換、転勤
の有無及びその範囲）

①職務内容（業務内容、責任の
程度）
②職務内容・配置の変更の範囲
（人事異動、配置転換、転勤
の有無及びその範囲）
③その他の事情（成果・能力・
経験など）

　上記が同じ場合は、「正規労
働者と非正規労働者」を同じ取
扱いにしなければなりません。
ただし、能力に応じての賃金差
ということは問題ありません。

　上記を考慮して、均衡の取れ
た待遇にしなくてはなりませ
ん。よって、正規労働者・非正
規労働者との間で、基本給、賞
与、各種手当、福利厚生関係等
の待遇に違いがある場合は、そ
れぞれの待遇の目的や性質に照
らして「不合理」であるかどう
かを判断します。

２．労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

　非正規雇用労働者は、「正社員との待遇差の内容や理由」
などについて、事業主に説明を求めることができるように
なります。事業主は、非正規雇用労働者から求めがあった
場合は、説明をしなければなりません。
３．行政による事業主への助言や指導等や裁判外紛争解決
手続（行政ＡＤＲ）の整備

　都道府県労働局において、無料・非公開の紛争解決手続
きを行います。「均衡待遇」や「待遇差の内容・理由に関す
る説明」についても、行政ＡＤＲの対象となります。

　

12
月
２
日
（
水
）、
全
建

総
連
予
算
要
求
中
央
行
動

に
、
栃
木
か
ら
は
星
光
社

会
保
障
対
策
部
長
と
久
保

田
由
紀
夫
書
記
次
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
衆
参
両
議
員
会

館
を
訪
問
し
て
、
地
元
議

員
事
務
所
に
て
、
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
の
要
請

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
議
員
及
び
秘
書
の

方
々
は
、
私
た
ち
の
要
請

に
深
い
理
解
を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
直
接
要

請
し
た
議
員
に
対
し
て
は
、

30
分
程
度
の
時
間
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
仕
事
と
く
ら

し
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
等
を
伝
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

等
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
に
お
い
て
も
、
全

建
総
連
で
は
諸
要
求
の
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
要
請
ハ
ガ
キ
行
動
も

運
動
の
後
押
し
に
な
り
ま

す
。
昨
年
、
秋
の
要
請
ハ

ガ
キ
行
動
は
１
０
０
％
を

超
え
る
回
収
率
と
な
り
ま

し
た
。
組
合
員
・
家
族
の

皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

【
本
人
が
対
応
】

衆
議
院
議
員	

福
田
昭
夫

衆
議
院
議
員	

簗　

和
生

参
議
院
議
員	

渡
辺
喜
美

【
秘
書
が
対
応
】

衆
議
院
議
員	

船
田　

元

衆
議
院
議
員	

佐
藤　

勉

衆
議
院
議
員	

茂
木
敏
充

衆
議
院
議
員	

佐
藤
明
男

参
議
院
議
員	

上
野
通
子

参
議
院
議
員	

高
橋
克
法

11月は8名実増達成 !!
令和 2年11月末組織数	
支部名 組織数
矢 板 181
塩 谷 53
喜 連 川 38
塩 原 12
高 林 37
野 崎 19
氏 家 82
鬼 怒 川 17
黒 磯 75
南 那 須 69
大 田 原 116
高 根 沢 64
西那須野 39
那 須 75
県北直轄 1
宇 都 宮 751
鹿 沼 269
今 市 159
日 光 18
芳 賀 141
河 内 45
壬 生 42
石 橋 22
上 河 内 17
県央直轄 13
足 利 233
佐 野 170
藤 岡 100
岩 舟 34
野 木 41
国 分 寺 37
小 山 60
栃 木 84
県南直轄 5
県 本 部 2
合計 3,121

※別途、教育訓練や福利厚生等についてもガイドラインに記載があります。

※待遇差が不合理か否かは、最終的に司法において判断されることにご留意ください。

〔国保組合関係予算額一覧〕

予算項目 令和2年度予算 令和3年度概算要求 対前年度比

定率補助金 1598.1 億円 1598.1 億円 ±0億円

調整補助金（普調＋特調） 1065.3 億円 1065.3 億円 ±0億円

出産育児一時金補助金 19.5 億円 18.0 億円 ▲1.5 億円

高額医療費共同事業補助金 28.8 億円 33.5 億円 4.7 億円

事務費負担金 22.2 億円 22.0 億円 ▲0.1 億円

特定健診・特定保健指導補助金 5.8 億円 5.8 億円 ±0億円

合計 2739.7 億円 2742.7 億円 3.0 億円

（注）端数を四捨五入しています。対前年度比は令和2年度予算に対する令和3年度概算要求の増減です。

福
田
議
員
に
要
請

簗
議
員
に
要
請

渡
辺
議
員
に
要
請

同一労働
同一賃金とは？

①厚生労働省ホームページの活用。（事業主への解説動画の配
信、ＷＥＢ上の自主点検ツール。）
②「働き方改革推進支援センター」	による無料の相談支援。
③雇用保険非正規雇用労働者の正社員化や処遇改善の取組を
実施した事業主に対して助成する	「キャリアアップ助成金」	
の支給。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【国の支援策もあります。】

「同一労働同一賃金ガイドライン」の概要
（短時間・有期雇用労働者及び派遣労働者に対する不合理な待遇の禁止等に関する指針）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

運
動
を
進
め
る
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当面の予定

◆あたらしい仲間
　11 月の新加入者は 11 名でした。掲載
の許可をいただいた方のみご紹介します。
《氏　　家》　外壁工　川那子政浩さん
《今　　市》　板金工　福田拓実さん
《宇都宮東》　内装工　柿沼栄光さん
《宇都宮中》　外構工　相樂佳祐さん

１月
１５日（水）第２回拡大中央執行委員会／
とちぎ青少年センター

☆皆様へお願い
　１月下旬から３月中旬までの税対活動期間

中は、県本部及び地域の組合事務所の書記局

は留守がちとなり、お電話もつながりにくく

なります。お手数をお掛けしますが、組合事

務所にお越しの際は、事前に書記局の在所等

をご確認の上、お越しください。

☆労災保険年度更新（一人親方等）
　一人親方特別加入の継続手続き　及び

　中小事業主及び一人親方特別加入者の

　給付基礎日額変更等　

＊変更等の案内送付時期は、２月上旬の発送

を予定しています。今年度は変更等希望の

方のみご返送をお願いします。

　労働保険年度更新（事業所労災・雇用保険）

のご案内は、３月下旬から４月上旬を予定

しています。

　

栃
木
市
藤
岡
町
地
区
の

一
部
は
、
旧
谷
中
村
（
公

害
の
原
点
）
が
足
尾
鉱
毒

の
た
め
に
、
明
治
時
代
に

強
制
移
転
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
渡
良
瀬
川
、
思
川
、

巴
波
川
そ
の
他
の
河
川
が

合
流
す
る
と
こ
ろ
で
葦
原

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
湿
地
帯
や
湖
が
あ
り
、

国
際
飛
行
場
が
楽
に
確
保

出
来
る
広
さ
で
す
。

　

草
飛
行
場
も
あ
り
、
秋

頃
は
、
毎
日
の
よ
う
に
セ

ス
ナ
よ
り
大
き
め
の
飛
行

機
が
飛
ん
で
い
ま
す
。「
バ

サ
ッ
」
と
音
が
す
る
空
の

方
向
を
見
ま
す
と
、
ス
カ

イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
５
人
く

ら
い
が
気
持
ち
良
さ
そ
う

に
ふ
わ
ふ
わ
と
降
り
て
き

ま
す
。「
気
持
ち
良
い
だ
ろ

う
な
あ
。」
と
思
い
つ
つ
、

で
も
怖
そ
う
な
感
じ
が
し

ま
す
。

　

熱
気
球
も
飛
ん
で
い
ま

す
。（
11
月
の
連
休
日
の
早

朝
に
は
16
機
も
飛
ん
で
い

ま
し
た
。）
そ
し
て
モ
ー

タ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
青
い

空
の
中
、
す
す
き
の
じ
ゅ

う
た
ん
の
上
を
気
ま
ま
に

飛
行
出
来
る
の
は
遊
び
と

し
て
は
最
高
の
道
楽
で
す
。

　
教
宣
部
員

　
　（
藤
岡
支
部
長
）

関
根
　
一
義

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
大
流
行
し
て
し

ま
い
、
仕
事
や
娯
楽
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
に
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

仕
事
面
で
す
が
、
材
料

の
調
達
な
ど
が
予
定
よ
り

も
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い

現
場
も
混
乱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
買
い
物
な
ど
を
す

る
時
も
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
息
苦
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ウ
イ
ル

ス
と
共
存
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

私
も
今
年
で
60
歳
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

仕
事
も
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば

り
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
面
で
も
、
趣
味
を
楽
し

み
、
３
密
対
策
を
徹
底
し

て
旅
行
を
楽
し
み
た
い
と

い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
気
を
付
け
な

　

７
、８
年
前
に
コ
ー
ヒ
ー

好
き
の
主
人
が
、
百
円

シ
ョ
ッ
プ
で
５
セ
ン
チ
ほ

ど
の
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
買

い
ま
し
た
。
と
て
も
喜
び
、

そ
れ
ま
で
仕
事
し
か
し
な

か
っ
た
人
が
、
水
や
り
を

欠
か
さ
ず
「
い
つ
飲
め
る

か
な
」
と
楽
し
み
に
世
話

を
し
て
い
た
の
で
、
驚
き

の
毎
日
で
し
た
。

　

５
年
で
１
メ
ー
ト
ル
に

育
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
木
で

し
た
が
、
３
年
前
に
主
人

が
亡
く
な
り
、
ど
う
し
よ

う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
大
切
に
育
て
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
翌
年
２

セ
ン
チ
ほ
ど
の
花
が
５
つ

　

遅
れ
な
が
ら
、
一
昨
年

の
秋
の
こ
と
で
す
。
自
治

医
大
周
辺
で
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
、「
こ
ん
に
ち
は
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
、

玄
関
に
行
っ
て
み
る
と
顔

な
じ
み
の
仲
間
達
（
青
年

部
員
と
書
記
）
が
組
織
拡

大
行
動
を
し
て
い
て
、
偶

然
、
私
の
現
場
を
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
に

び
っ
く
り
し
、
ま
さ
か
私

の
現
場
に
来
る
な
ん
て
ま

る
で
宝
く
じ
に
当
た
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

あ
っ
た
瞬
間
、「
な
ー
ん

だ
。」
と
私
は
微
笑
み
、
ね

ぎ
ら
い
の
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
、「
安
全
に
仕
事
を

し
て
下
さ
い
。」
と
い
う
声

も
掛
け
て
も
ら
っ
た
の
で
、

足
場
を
一
回
り
し
て
、
現

場
内
の
清
掃
に
も
目
を
向

け
ま
し
た
。
町
場
は
、
隣

同
士
が
狭
く
風
が
強
い
と

ネ
ッ
ト
を
気
に
し
て
、
ご

み
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
と
、

神
経
を
使
い
ま
す
ね
。
皆

さ
ん
も
よ
り
一
層
、
現
場

で
の
安
全
点
検
や
整
理
整

頓
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
教
宣
部
員

（
藤
岡
支
部
長
）

関
根
　
一
義

　この大会は、厚労省・国交省後援の
下、次世代を担う後継者育成・若い建
設職人の技能向上を目的に開催されて
います。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の
影響を鑑みて中止となりましたが、今
後２年間の新たな大会スケジュールが
公表されたので、お知らせします。
　随時、大会出場に向けた練習生を募
集しています。見学だけでも結構です。
興味のある方は組合までご連絡をお待
ちしています。

【第 37 回大会】
　参加対象：大会当日 37歳以下の大工組合員（昨年中止によ
　　　　　　る特別措置）
　大会日程：2021 年 9月 18 日 ( 土 ) ～ 20 日 ( 月・祝 )
　大会会場：島根県松江市「くにびきメッセ」　
　課　　題：「四方転び踏み台」の製図と実技

【第 38 回大会】
　参加対象：大会当日 36歳以下の大工組合員
　大会日程：2022 年 9月 17 日（土）～ 19 日（月・祝）
　大会会場：群馬県高崎市　「Gメッセ群馬」
　課　　題：「四方転び踏み台」の製図と実技

が
ら
、
日
々
の
仕
事
や
生

活
を
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
教
宣
部
員

　（
西
那
須
野
支
部
長
）

薄
井
　
正
美

咲
き
、
赤
い
実
も
な
り
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
、「
お

父
さ
ん
が
咲
か
せ
た
の
だ

ね
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
冷
凍
し
て
い
る
た

め
、
い
つ
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
を
墓
前
に
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
豊
田
　
悦
子

全建総連全国青年技能競技大会　練習生募集！

花が咲き、実がつく

藤 岡

気
ま
ま
に

飛
　
行

西那須野

宇都宮

コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
に

希
望
の
一
杯

藤 岡

顔
な
じ
み
の

仲
間
達
に


